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大阪校外学習 （３年生） 

７月 10 日（金）10 時 10 分、大阪城の駐車場から３年生

１５班の班別活動が５つのコースに分かれてスタートしまし

た（阪神高速が混雑して 10 分遅れ）。各班の目的地は大阪市

内の大阪市立科学館、大阪四天王寺、大阪市下水道科学館、

大阪市立自然史博物館、大阪歴史博物館のいずれかです。 

大阪城の駐車場からＪＲ森ノ宮駅をめざして元気よく歩き

始めるグループ、地下鉄の入口を探すグループ、目的の施設

が駐車場から近いので、先に昼食の場所へ移動しようと経路を確認するグループなどなど、

送り出す側としては、無事に戻ってきてくれることを祈りつつ

3 年生の皆さんの後ろ姿を見送りました。 

厳しい暑さの中、乗換駅で苦労したり、それぞれの目的地で

ある施設で学習したり、体験し

たり、楽しみにしていたお店で

グループでお昼ご飯を食べた

りと、仲間と力を合わせて有意

義な社会体験ができました。 

夕方に大阪から加東市に戻って来て、バスを降りた生徒が

思わず「涼しい」と言葉をもらしたそんな暑い日の大阪校外

学習でした。 

姫路校外学習 （２年生） 

７月 14 日（火）７時 30 分から姫路城のすぐ近くの大手前

公園で２年生の姫路校外学習の集合ポイントをつくりました。

２年生の生徒は各自で自宅から姫路まで移動しました。平日

の朝の通勤時間帯に電車やバスなどの公共交通で、学校以外

の場所に集合する。このことだけでも、生徒の皆さんにとっ

ては、大いに勉強・刺激になったことでしょう。 

私は２年間通勤していたＪＲ加古川線等の経路で３ヶ月

ぶりにＪＲ姫路駅まで。姫路駅からは用務等で何度も歩いた

みゆき通りを抜けて、大手前公園に到着しました。電車の車

内、姫路駅の賑わい、姫路で仕事していたのがずいぶん前の

ことのように感じられました。大手前公園では集合した班か

ら班別行動を開始し、班ごとの計画

に従って、姫路城、県立歴史博物館、

姫路市立動物園、考古園の４カ所を

午前・午後で見学しました。万全の

事前準備・事前学習で臨んだ２年生

の校外学習。暑い日中でしたが、どの班も「学習に来ている」とい

う意識を忘れず、熱心に、そして責任をもって行動できました。 



成績のこと 

６月 29 日～７月１日の３日間で１学期の期末テストが終わりました。「よくできた！」と

いうひとも「できなかった～」というひとも、まずは「よくがんばりました。お疲れ様でし

た。」と声かけしたいですね。でも結果（点数）が気になりますよね。別の資料でどのように

して成績が決まるのか、くわしく説明しています。テストの結果も大事だけど、日頃の学習

（学ぶ姿勢や提出物など）も大事です。 

今年度、各学年の先生方には成績に関することを少し早い時期から生徒の皆さんに丁寧に

伝えてもらうようにお願いしています。「そんなことなら、もっと早く言ってよ」とならない

ようにするためです。中学生という時間を大切にしてほしいですね。 

 

夏休み 

7 月 21 日（火）から 8 月 31 日（月）まで、夏季休業日です。今年度は暦の関係でなんと

連続 45 日もの夏休みです。生徒の皆さんには、夏休みにしかできないことをたくさん経験

してほしいです。勉強がんばってほしい。本も読んでほしい。自由研究もがんばってほしい。

いろいろ挑戦するけど、生活リズムだけはしっかり保ち、規則正しい生活を心がけましょう。 

附属中学校の教員は変形労働時間制を導入している関係で、８月には勤務を要しない日（休

みの日）が何日か連続であります。少し乱暴な言い方をしますと、学校が忙しいときは遅く

まで仕事して、その時間を貯めておいて夏休み中にまとめて休むという仕組みです。ただし、

基本的に管理職と事務室はカレンダーどおりに勤務しています。（グスン）夏休み中、ヤル気

が出ないという生徒は、校長室にエアコン効かせてお待ちしていますので、どうぞお越しく

ださい。いっしょに勉強・研究・仕事がんばりましょう。（事前に連絡だけはくださいね） 

 

あの頃は・・・  

６月 30 日（火）7 月 7 日（火）大学本部からの依頼で、「教職原論Ⅱ」という大学の科目

で「実地指導講師」として少しだけお手伝いする機会がありました。共通講義棟 106 教室に

座るのは約 40 年ぶりです。これまで何度か、ニューリーダー研修（新任管理職等研修）の講

師として、スポットで講師を務めたこともありましたが、現役学部生、大学院生に対してコ

メントするのは初めてでした。「当時この 106 教室には、天井から大きなブラウン管のテレ

ビモニターが何台もぶら下がっていて･･･、ビデオを見ながら･･･」と話し出したら、受講者の

皆さん表情が「？？？」に。もしかして目の前の受講生は「ブラウン管のテレビモニターっ

て何ですか？」世代か！と慌てて、昔話を切り上げたところです。 

先生になったころ、地域の視聴覚ライブラリーを利用するために 16 ミリ映写機の資格を

取ったり、体育館で使う巨大で薄暗いプロジェクターを借りるため奔走したりした者として

は、300 インチスクリーンにパソコン画面を小型プロジャクターで鮮明に投影できるなんて、

まるで夢のように思うのです。 

行事予定 
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